
(57)【要約】

　　【課題】　豆の焙煎機に蓄熱燃焼式脱臭装置を使用

可能にし、熱回収と脱臭の性能を高める。

　　【解決手段】　連続して発生する焙煎排ガスと間欠

的に発生する冷却排ガスが合流した排ガスが脱臭処理さ

れる豆の焙煎機において、脱臭装置３１は、排ガスを加

熱装置５２で加熱し又は加熱せずに燃焼して脱臭する燃

焼室５１と、脱臭後の排ガスから受熱する時期と脱臭前

の排ガスを加熱する時期を繰り返す蓄熱体３７を設け、

燃焼室５１が燃焼脱臭用温度になると加熱装置５２を停

止する蓄熱燃焼式にし、定格流量を排ガスの大流量時の

流量位にし、出口４５から流出する脱臭排ガスの一部が

入口３３に流入する低温還流路６１を設ける。低温還流

路６１は、流量を、脱臭処理する冷却排ガスと同じ位の

流量にし、冷却排ガスの脱臭処理時に閉鎖し、冷却排ガ

スの非脱臭処理時に開放する。脱臭装置３１を流通する

排ガスは、常に定格流量位にする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 豆 を 一 定 量 ず つ 受 け 入 れ て 熱 風 で 焙 煎 す る 焙 煎 室 と 、 焙 煎 室 で 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 焙
煎 室 の 炒 豆 を 受 け 入 れ て 空 気 で 冷 却 す る 冷 却 槽 を 設 け 、 焙 煎 を 繰 り 返 す 間 に 焙 煎 室 で 発 生
す る 焙 煎 排 ガ ス と 、 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 冷 却 槽 で 発 生 す る 冷 却 排 ガ ス と が 流 入 し て 濾 過 さ
れ る 濾 過 器 を 設 け 、 濾 過 器 で 濾 過 さ れ た 排 ガ ス が 流 入 し て 脱 臭 処 理 さ れ る 脱 臭 装 置 を 設 け
、 脱 臭 処 理 す る 排 ガ ス が 小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 豆 の 焙 煎 機 に お い て 、
　 脱 臭 装 置 は 、 排 ガ ス を 加 熱 装 置 で 加 熱 し 又 は 加 熱 せ ず に 燃 焼 し て 脱 臭 す る 燃 焼 室 と 、 燃
焼 室 か ら 流 出 し た 脱 臭 排 ガ ス か ら 受 熱 す る 受 熱 時 期 と 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 前 の 排 ガ ス を 加
熱 す る 放 熱 時 期 を 繰 り 返 す 蓄 熱 体 を 設 け 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 排 ガ ス が 燃 焼 脱 臭 用 の 温 度 に
な る と 燃 焼 室 の 加 熱 装 置 を 停 止 す る 蓄 熱 燃 焼 式 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 定 格 流 量 を 、 脱 臭 処 理 す る 排 ガ ス の 大 流 量 時 の 流 量 位 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 出 口 か ら 流 出 す る 脱 臭 排 ガ ス の 一 部 が 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 入 口
に 流 入 す る 低 温 還 流 路 を 設 け 、 低 温 還 流 路 の 流 量 を 、 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の
流 量 に し 、
　 低 温 還 流 路 を 開 閉 す る 弁 を 設 け 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 に 低 温 還 流 路 を 閉 鎖 し 、 冷 却
排 ガ ス の 非 脱 臭 処 理 時 に 低 温 還 流 路 を 開 放 し 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 で も 、 非 脱 臭 処 理
時 で も 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 を 流 通 す る 排 ガ ス を 定 格 流 量 位 に す る 構 成 に し た こ と を 特 徴
と す る 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 濾 過 器 は 、 こ れ に 溜 ま っ た 塵 埃 を 燃 焼 す る 高 温 に 耐 え る 高 温 耐 熱 性 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 燃 焼 室 の 高 温 排 ガ ス の 一 部 が 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 を 経 て 蓄 熱 燃 焼 式
脱 臭 装 置 の 入 口 に 流 入 す る 高 温 還 流 路 を 設 け 、
　 高 温 還 流 路 の 流 量 を 大 流 量 と 小 流 量 に 増 減 す る 弁 を 設 け 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 溜 ま っ た
塵 埃 の 処 理 時 に 高 温 還 流 路 を 大 流 量 に し て 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 流 入 す る 排 ガ ス を 、 塵 埃
を 燃 焼 す る 高 温 に し 、 非 塵 埃 処 理 時 に 高 温 還 流 路 を 小 流 量 に し て 、 高 温 還 流 路 、 高 温 耐 熱
性 濾 過 器 や 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 蓄 熱 体 を 流 通 す る 排 ガ ス を 、 含 有 タ ー ル 成 分 を 気 体
状 態 に 維 持 す る 低 温 に す る 構 成 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 豆 の 焙 煎 機 は 、 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 に 用 い ら れ る コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 に コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 に 用 い ら れ る 豆 の 焙 煎 機 に お い て 、 排 ガ ス を 浄 化 す る 装
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 コ ー ヒ 生 豆 を 一 定 量 ず つ 受
け 入 れ て 熱 風 で 焙 煎 す る 焙 煎 室 を 設 け て い る 。 ま た 、 焙 煎 室 で 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 焙 煎 室
の コ ー ヒ 炒 豆 を 受 け 入 れ て 空 気 で 冷 却 す る 冷 却 槽 を 設 け て い る 。 焙 煎 室 で は 、 焙 煎 を 繰 り
返 す 間 に 焙 煎 排 ガ ス が 発 生 す る 。 焙 煎 室 で 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 、 冷 却 槽 で 冷 却 排 ガ ス が 発
生 す る 。 こ の 焙 煎 機 は 、 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 備 え て い る 。 排 ガ ス 浄 化 装 置 は 、 焙 煎 排 ガ ス と
冷 却 排 ガ ス と が 流 入 し て 濾 過 さ れ る 濾 過 器 を 設 け て い る 。 ま た 、 濾 過 器 を 通 過 し た 濾 過 排
ガ ス が 流 入 し て 脱 臭 さ れ る 脱 臭 装 置 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 脱 臭 装 置 は 、 触 媒 酸 化 燃 焼 式 で あ り 、 反 応 室 に 加 熱 装 置 と 酸 化 触 媒 を 設 け て い る 。
加 熱 装 置 は 、 流 体 燃 料 の バ ー ナ で あ る 。 脱 臭 装 置 は 、 加 熱 装 置 の バ ー ナ を 点 火 し て 作 動 す
る 。 反 応 室 に 流 入 し た 濾 過 排 ガ ス は 、 作 動 中 の 加 熱 装 置 で 加 熱 さ れ 、 温 度 が 上 昇 し た 状 態
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で 酸 化 触 媒 を 通 過 し 、 酸 化 燃 焼 反 応 で 脱 臭 さ れ る 。 脱 臭 排 ガ ス は 、 大 気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 自 動 車 の 塗 装 ラ イ ン に お い て は 、 塗 装 の 排 ガ ス の 脱 臭 に 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 が
用 い ら れ て い る 。 こ の 脱 臭 装 置 は 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 排 ガ ス を 加 熱 装
置 で 加 熱 し 又 は 加 熱 せ ず に 燃 焼 し て 脱 臭 す る 燃 焼 室 を 設 け て い る 。 ま た 、 熱 を 回 収 し て 再
利 用 す る 蓄 熱 体 を 設 け て い る 。 蓄 熱 体 は 、 燃 焼 室 か ら 流 出 し た 高 温 の 脱 臭 排 ガ ス か ら 受 熱
す る 受 熱 時 期 と 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 前 の 低 温 の 排 ガ ス を 加 熱 す る 放 熱 時 期 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 燃 焼 室 の 加 熱 装 置 は 、 流 体 燃 料 の バ ー ナ で あ る 。 こ の 加 熱 装 置 は 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 排
ガ ス が 高 温 に な る に 従 っ て 、 発 熱 量 が 減 少 す る 。 燃 焼 室 に 流 入 す る 排 ガ ス が 燃 焼 脱 臭 用 の
高 温 に な る と 、 加 熱 装 置 は 、 作 動 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 塗 装 の 排 ガ ス は 、 放 熱 時 期 の 蓄 熱 体 を 通 過 し て 加 熱 さ れ 、 温 度 が 上 昇 し た 状 態 で 燃 焼 室
に 流 入 し 、 燃 焼 室 に お い て 、 加 熱 装 置 の バ ー ナ で 加 熱 さ れ 又 は 加 熱 さ れ ず に 、 燃 焼 し て 脱
臭 さ れ る 。 脱 臭 排 ガ ス は 、 受 熱 時 期 の 蓄 熱 体 を 通 過 し て 放 熱 し 、 温 度 が 下 降 し た 状 態 で 大
気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ２ １ ４ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ ９ ０ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 に お け る 触 媒 酸 化 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 に お い て は 、 反 応 室 に 設 け 加 熱 装
置 は 、 脱 臭 処 理 中 、 停 止 す る こ と な く 連 続 し て 作 動 す る 。 加 熱 装 置 の バ ー ナ は 、 燃 料 消 費
量 が 多 い 。 触 媒 酸 化 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 は 、 運 転 費 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 自 動 車 の 塗 装 ラ イ ン に お け る 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 に お い て は 、 燃 焼 室 に 設 け 加
熱 装 置 は 、 脱 臭 処 理 の 開 始 時 に 作 動 し 、 そ の 後 、 蓄 熱 体 が 高 温 に な っ て 、 燃 焼 室 に 流 入 す
る 排 ガ ス が 燃 焼 脱 臭 用 の 高 温 に な る と 、 作 動 を 停 止 す る 。 加 熱 装 置 は 、 脱 臭 処 理 の 開 始 時
期 の み に 作 動 す る 。 加 熱 装 置 の バ ー ナ は 、 燃 料 消 費 量 が 少 な い 。 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 は
、 運 転 費 が 安 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 豆 の 焙 煎 機 に 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 を 用 い る こ と を 着 想 し た 。 と こ ろ が 、 豆 の
焙 煎 機 に お い て 、 脱 臭 装 置 を 触 媒 酸 化 燃 焼 式 か ら 蓄 熱 燃 焼 式 に 単 純 に 置 き 換 え て も 、 所 望
の 熱 回 収 率 と 脱 臭 性 能 が 得 ら れ な い 。 次 の よ う な 課 題 を 発 見 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ ） 豆 の 焙 煎 機 は 、 焙 煎 サ イ ク ル を 繰 り 返 す バ ッ チ 処 理 を 行 う 。 排 ガ ス は 、 焙 煎 排 ガ ス
と 冷 却 排 ガ ス の ２ 種 類 で あ る 。 焙 煎 排 ガ ス は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 焙 煎 を 繰 り 返 す
間 に 連 続 し て 発 生 す る 。 そ の 流 量 は 、 ほ ぼ 一 定 し て い る 。 焙 煎 排 ガ ス は 、 煙 な い し 臭 気 を
含 み 、 そ の 濃 度 が 変 動 す る が 、 常 時 脱 臭 処 理 す る 。 冷 却 排 ガ ス は 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 発 生 す る 。 間 欠 的 に 発 生 す る 。 そ の 流 量 は 、 焙 煎 排 ガ ス の 数 倍 、
多 量 で あ る 。 そ の 発 生 時 間 は 、 焙 煎 時 間 の 数 分 の 一 、 短 時 間 で あ る 。 冷 却 排 ガ ス は 、 発 生
初 め の 前 期 に は 、 煙 な い し 臭 気 を 含 み 、 脱 臭 処 理 す る 。 後 期 に は 、 煙 な い し 臭 気 を ほ と ん
ど 含 ま ず 、 脱 臭 処 理 し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 脱 臭 処 理 す る 焙 煎 排 ガ ス と 冷 却 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス 、 脱 臭 装 置 に 流 入 す る
排 ガ ス は 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 自 動 車 塗 装 ラ イ ン の 一 定 流 量 の 排 ガ ス と は 異 な り 、
流 量 が 大 き く 変 動 す る 。 脱 臭 処 理 す る 排 ガ ス は 、 小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 は 、 排 ガ ス の 流 量 が 定 格 流 量 位 で 一 定 し て い る と 、 所 期 の
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性 能 を 発 揮 す る 。 排 ガ ス の 流 量 が 定 格 流 量 か ら 大 き く 変 動 す る と 、 熱 回 収 率 と 脱 臭 性 能 が
低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ２ ） 豆 の 焙 煎 機 の 排 ガ ス は 、 自 動 車 塗 装 ラ イ ン の 排 ガ ス と は 異 な り 、 豆 の 薄 皮 の 破 片 な
ど の 塵 埃 を 多 量 に 含 ん で い る 。 塵 埃 を 多 量 に 含 む 排 ガ ス は 、 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 を 流 通
す る と 、 排 ガ ス が 通 過 す る 蓄 熱 体 で 目 詰 ま り が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 豆 の 焙 煎 機 の 排 ガ ス は 、 自 動 車 塗 装 ラ イ ン の 排 ガ ス と は 異 な り 、 タ ー ル 成 分 を 多
量 に 含 ん で い る 。 排 ガ ス 中 の タ ー ル 成 分 は 、 気 体 状 態 で あ る が 、 冷 却 さ れ る と 、 油 状 な い
し 固 体 状 の タ ー ル に な る 。 タ ー ル 成 分 を 多 量 に 含 む 排 ガ ス は 、 浄 化 処 理 時 に 冷 却 さ れ る と
、 油 状 な い し 固 体 状 の タ ー ル が 弁 な ど の 可 動 部 の 作 動 を 妨 げ る こ と が あ る 。 タ ー ル に よ っ
て 動 作 不 良 が 発 生 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ 課 題 を 解 決 す る た め の 着 眼 ］
　 １ ） 豆 の 焙 煎 機 に 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 を 用 い る に 当 り 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 定 格
流 量 を 、 豆 の 焙 煎 機 に お い て 小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 排 ガ ス の 大 流 量 位 と す る 。 即
ち 、 脱 臭 処 理 す る 焙 煎 排 ガ ス と 冷 却 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス の 大 流 量 時 の 流 量 位 と す る 。
そ し て 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 排 ガ ス が 出 口 か ら 入 口 に 戻 る 低 温 還 流 路 を 設 け る 。 蓄 熱
燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 出 口 か ら 流 出 す る 脱 臭 排 ガ ス は 、 一 部 を 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 入 口 に 低
温 還 流 路 を 経 て 還 流 す る 。 低 温 還 流 路 の 流 量 は 、 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の 流 量
に す る 。 低 温 還 流 路 を 開 閉 す る 弁 を 設 け る 。 低 温 還 流 路 は 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 、 排
ガ ス の 大 流 量 時 に は 、 閉 鎖 す る 。 冷 却 排 ガ ス の 非 脱 臭 処 理 時 、 排 ガ ス の 小 流 量 時 に は 、 開
放 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す る と 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 に お い て 、 出 口 か ら 流 出 す る 排 ガ ス は 、 冷 却 排 ガ ス の 非 脱
臭 処 理 時 に は 、 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の 流 量 が 低 温 還 流 路 を 経 て 入 口 に 流 入 す る 。 冷 却 排 ガ
ス の 脱 臭 処 理 時 に は 、 排 ガ ス は 、 低 温 還 流 路 を 流 通 し な い 。 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 で も
、 非 脱 臭 処 理 時 で も 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 を 流 通 す る 排 ガ ス は 、 定 格 流 量 位 に な る 。 蓄 熱
燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 所 期 の 性 能 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ ） 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 に お け る の と 同 様 に 、 入 口 の 上 流
側 に 、 排 ガ ス 中 の 豆 の 薄 皮 の 破 片 な ど の 塵 埃 を 捕 捉 す る 濾 過 器 を 設 け る 。 塵 埃 を 含 む 排 ガ
ス は 、 濾 過 器 を 通 過 し 、 濾 過 さ れ た 状 態 で 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 入 口 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 濾 過 器 は 、 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 に お け る の と は 異 な り 、 こ れ に 溜 ま っ た 塵 埃 を
燃 焼 す る 高 温 、 例 え ば ４ ５ ０ ℃ 位 、 に 耐 え る 高 温 耐 熱 性 に す る 。 ま た 、 排 ガ ス が 蓄 熱 燃 焼
式 脱 臭 装 置 の 燃 焼 室 か ら 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 の 入 口 に 戻 る 高 温 還 流 路 を 設 け る 。 燃 焼 室 の 高
温 、 例 え ば ８ ５ ０ ℃ 位 、 の 排 ガ ス は 、 一 部 を 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 入 口 に 高 温 還 流 路 と 高
温 耐 熱 性 濾 過 器 を 経 て 還 流 す る 。 高 温 還 流 路 の 流 量 を 大 流 量 と 小 流 量 に 増 減 す る 弁 を 設 け
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 塵 埃 が 溜 ま っ た 頃 、 塵 埃 の 処 理 時 に は 、 高 温 還 流 路 を 大 流 量 に し て
、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 流 入 す る 排 ガ ス を 、 塵 埃 を 燃 焼 す る 高 温 、 例 え ば ４ ５ ０ ℃ 位 、 に す
る 。 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 溜 ま っ て い る 塵 埃 は 、 高 温 の 排 ガ ス で 燃 焼 処 理 さ れ る 。 そ れ 以 外
の 時 、 非 塵 埃 処 理 時 に は 、 高 温 還 流 路 を 小 流 量 に し て 、 高 温 還 流 路 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 や
蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 蓄 熱 体 を 流 通 す る 排 ガ ス を 、 含 有 タ ー ル 成 分 を 気 体 状 態 に 維 持 す る
低 温 、 例 え ば １ ５ ０ ℃ 位 以 上 、 に す る 。 油 状 な い し 固 体 状 の タ ー ル の 生 成 が 防 止 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ） 生 豆 を 一 定 量 ず つ 受 け 入 れ て 熱 風 で 焙 煎 す る 焙 煎 室 と 、 焙 煎 室 で 焙 煎 が 終 了 す る 毎
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に 焙 煎 室 の 炒 豆 を 受 け 入 れ て 空 気 で 冷 却 す る 冷 却 槽 を 設 け 、 焙 煎 を 繰 り 返 す 間 に 焙 煎 室 で
発 生 す る 焙 煎 排 ガ ス と 、 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 冷 却 槽 で 発 生 す る 冷 却 排 ガ ス と が 流 入 し て 濾
過 さ れ る 濾 過 器 を 設 け 、 濾 過 器 で 濾 過 さ れ た 排 ガ ス が 流 入 し て 脱 臭 処 理 さ れ る 脱 臭 装 置 を
設 け 、 脱 臭 処 理 す る 排 ガ ス が 小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 豆 の 焙 煎 機 に お い て 、
　 脱 臭 装 置 は 、 排 ガ ス を 加 熱 装 置 で 加 熱 し 又 は 加 熱 せ ず に 燃 焼 し て 脱 臭 す る 燃 焼 室 と 、 燃
焼 室 か ら 流 出 し た 脱 臭 排 ガ ス か ら 受 熱 す る 受 熱 時 期 と 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 前 の 排 ガ ス を 加
熱 す る 放 熱 時 期 を 繰 り 返 す 蓄 熱 体 を 設 け 、 燃 焼 室 に 流 入 す る 排 ガ ス が 燃 焼 脱 臭 用 の 温 度 に
な る と 燃 焼 室 の 加 熱 装 置 を 停 止 す る 蓄 熱 燃 焼 式 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 定 格 流 量 を 、 脱 臭 処 理 す る 排 ガ ス の 大 流 量 時 の 流 量 位 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 出 口 か ら 流 出 す る 脱 臭 排 ガ ス の 一 部 が 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 入 口
に 流 入 す る 低 温 還 流 路 を 設 け 、 低 温 還 流 路 の 流 量 を 、 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の
流 量 に し 、
　 低 温 還 流 路 を 開 閉 す る 弁 を 設 け 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 に 低 温 還 流 路 を 閉 鎖 し 、 冷 却
排 ガ ス の 非 脱 臭 処 理 時 に 低 温 還 流 路 を 開 放 し 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 で も 、 非 脱 臭 処 理
時 で も 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 を 流 通 す る 排 ガ ス を 定 格 流 量 位 に す る 構 成 に し た こ と を 特 徴
と す る 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ） 上 記 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に お い て 、
　 濾 過 器 は 、 こ れ に 溜 ま っ た 塵 埃 を 燃 焼 す る 高 温 に 耐 え る 高 温 耐 熱 性 に し 、
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 燃 焼 室 の 高 温 排 ガ ス の 一 部 が 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 を 経 て 蓄 熱 燃 焼 式
脱 臭 装 置 の 入 口 に 流 入 す る 高 温 還 流 路 を 設 け 、
　 高 温 還 流 路 の 流 量 を 大 流 量 と 小 流 量 に 増 減 す る 弁 を 設 け 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 溜 ま っ た
塵 埃 の 処 理 時 に 高 温 還 流 路 を 大 流 量 に し て 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 に 流 入 す る 排 ガ ス を 、 塵 埃
を 燃 焼 す る 高 温 に し 、 非 塵 埃 処 理 時 に 高 温 還 流 路 を 小 流 量 に し て 、 高 温 還 流 路 、 高 温 耐 熱
性 濾 過 器 や 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 蓄 熱 体 を 流 通 す る 排 ガ ス を 、 含 有 タ ー ル 成 分 を 気 体
状 態 に 維 持 す る 低 温 に す る 構 成 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ３ ） 上 記 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に お い て 、
　 豆 の 焙 煎 機 は 、 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 に 用 い ら れ る コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 で あ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 豆 の 焙 煎 機 に お い て 、 蓄 熱 燃 焼 式 の 脱 臭 装 置 を 用 い る 。 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 運 転 費
が 安 い 。
　 焙 煎 機 に お い て 間 欠 的 に 発 生 す る 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 で も 、 非 脱 臭 処 理 時 で も 、 蓄
熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 は 、 排 ガ ス の 流 量 が 定 格 流 量 位 に な る 。 所 期 の 性 能 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 に は 、 濾 過 器 で 濾 過 さ れ た 排 ガ ス が 流 入 す る 。 濾 過 器 に 溜 ま っ た 塵
埃 は 、 排 ガ ス で 燃 焼 処 理 さ れ る 。 蓄 熱 体 は 、 塵 埃 に よ る 目 詰 ま り が 発 生 し 難 い 。 ま た 、 高
温 還 流 路 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 や 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 の 蓄 熱 体 を 流 通 す る 排 ガ ス は 、 含
有 タ ー ル 成 分 を 気 体 状 態 に 維 持 す る 温 度 に す る 。 油 状 な い し 固 体 状 の タ ー ル に よ る 動 作 不
良 が 発 生 し 難 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 形 態 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 備 え た 豆 の 焙 煎 機 は 、 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 に 用 い ら れ る 。 コ ー
ヒ 豆 の 焙 煎 機 で あ る 。
　 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ー ヒ 生 豆 を 撹 拌 し つ つ 熱 風 で 焙 煎 す る 焙 煎
室 １ を 設 け て い る 。 焙 煎 室 １ は 、 コ ー ヒ 生 豆 を 一 定 量 ず つ 受 け 入 れ る 生 豆 の 入 口 と 、 焙 煎
室 １ で 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 焙 煎 さ れ た コ ー ヒ 炒 豆 を 排 出 す る 炒 豆 の 出 口 を 設 け て い る 。 ま
た 、 焙 煎 室 １ は 、 熱 風 の 入 口 と 出 口 を 設 け て い る 。 熱 風 の 入 口 に は 、 加 熱 装 置 ２ を 接 続 し
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て い る 。 熱 風 の 出 口 は 、 焙 煎 排 ガ ス 通 路 ３ で 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ に 接 続 し て い る 。
焙 煎 排 ガ ス 通 路 ３ は 、 途 中 に 送 風 機 ４ と 集 塵 器 ５ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 焙 煎 室 １ で 発 生 す る 焙 煎 排 ガ ス は 、 送 風 機 ４ を 通 過 し 、 集 塵 器 ５ を 通 過 し て 脱 塵 さ れ 、
排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ に 送 ら れ る 。 こ の 焙 煎 排 ガ ス は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 焙
煎 を 繰 り 返 す 間 に 連 続 し て 発 生 す る 。 焙 煎 排 ガ ス の 流 量 は 、 ほ ぼ 一 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 焙 煎 室 １ の 炒 豆 出 口 の 下 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ー ヒ 炒 豆 を 空 気 で 冷 却 す る 冷 却
槽 １ １ を 設 け て い る 。 冷 却 槽 １ １ は 、 焙 煎 室 １ で 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 焙 煎 室 １ の コ ー ヒ 炒
豆 を 受 け 入 れ る 炒 豆 の 入 口 と 、 冷 却 槽 １ １ で 冷 却 が 終 了 す る 毎 に 冷 却 槽 １ １ の 冷 却 炒 豆 を
排 出 す る 炒 豆 の 出 口 を 設 け て い る 。 ま た 、 冷 却 槽 １ １ は 、 外 部 の 空 気 を 取 り 入 れ る 空 気 の
入 口 と 、 冷 却 排 ガ ス を 流 出 さ せ る 空 気 の 出 口 を 設 け て い る 。 空 気 の 出 口 は 、 冷 却 排 ガ ス 通
路 １ ２ で 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ に 接 続 し て い る 。 冷 却 排 ガ ス 通 路 １ ２ は 、 途 中 に 送 風
機 １ ３ 、 集 塵 器 １ ４ と 方 向 切 換 弁 １ ５ を 順 次 設 け て い る 。 方 向 切 換 弁 １ ５ は 、 第 １ 出 口 に
冷 却 排 ガ ス 通 路 １ ２ を 接 続 し 、 第 ２ 出 口 に 放 出 路 １ ６ を 接 続 し て い る 。 放 出 路 １ ６ の 下 流
端 は 、 大 気 に 開 放 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 冷 却 槽 １ １ で 発 生 す る 冷 却 排 ガ ス は 、 送 風 機 １ ３ を 通 過 し 、 集 塵 器 １ ４ を 通 過 し て 脱 塵
さ れ る 。 こ の 脱 塵 冷 却 排 ガ ス は 、 煙 な い し 臭 気 を 含 む 発 生 初 め の 前 期 、 脱 臭 処 理 時 に は 、
方 向 切 換 弁 １ ５ と 冷 却 排 ガ ス 通 路 １ ２ を 経 て 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ に 送 ら れ る 。 煙 な
い し 臭 気 を ほ と ん ど 含 ま な い 後 期 、 非 脱 臭 処 理 時 に は 、 方 向 切 換 弁 １ ５ と 放 出 路 １ ６ を 経
て 大 気 に 放 出 さ れ る 。 発 生 初 め の 前 期 の 冷 却 排 ガ ス 、 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス は 、 図 ２ （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 焙 煎 が 終 了 す る 毎 に 発 生 す る 。 そ の 発 生 時 間 は 、 焙 煎 時 間 の 数 分 の 一
、 短 時 間 で あ る 。 そ の 流 量 は 、 焙 煎 排 ガ ス の 数 倍 、 多 量 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 濾 過 器 ２ １ と 脱 臭 装 置 ３ １ を 設 け て
い る 。
　 濾 過 器 ２ １ は 、 入 口 に 焙 煎 排 ガ ス 通 路 ３ の 下 流 端 と 冷 却 排 ガ ス 通 路 １ ２ の 下 流 端 を 接 続
し て い る 。 濾 過 器 ２ １ の 出 口 は 、 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２ ２ で 脱 臭 装 置 ３ １ の 入 口 ３ ３ に 接 続 し
て い る 。 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２ ２ は 、 途 中 に 送 風 機 ２ ３ を 設 け て い る 。 脱 臭 処 理 す る 焙 煎 排 ガ
ス と 冷 却 排 ガ ス は 、 合 流 し て 濾 過 器 ２ １ を 通 過 し 、 濾 過 さ れ る 。 濾 過 排 ガ ス は 、 脱 臭 装 置
３ １ の 入 口 ３ ３ に 送 ら れ る 。 焙 煎 排 ガ ス と 冷 却 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス 、 濾 過 器 ２ １ と 脱
臭 装 置 ３ １ に 流 入 す る 脱 臭 前 の 排 ガ ス は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 流 量 が 大 き く 変 動 す
る 。 濾 過 処 理 さ れ て 脱 臭 処 理 さ れ る 排 ガ ス は 、 小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 脱 臭 装 置 ３ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 蓄 熱 燃 焼 式 で あ り 、 回 転 式 で あ る 。 排 ガ ス を 入 れ
る 排 ガ ス 室 ３ ２ を 設 け て い る 。 排 ガ ス 室 ３ ２ は 、 平 面 形 状 が 円 形 状 で あ り 、 周 壁 に 入 口 ３
３ を 設 け て い る 。 入 口 ３ ３ に は 、 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２ ２ の 下 流 端 を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 排 ガ ス 室 ３ ２ の 上 に は 、 蓄 熱 室 ３ ４ を 同 心 に 設 け て い る 。 蓄 熱 室 ３ ４ は 、 図 ３ に 示 す よ
う に 、 平 面 形 状 が 円 形 状 で あ り 、 壁 で 放 射 状 に 均 等 に 区 分 し て 、 平 面 形 状 が 扇 形 状 の 多 数
の 分 割 室 ３ ５ を 形 成 し て い る 。 各 分 割 室 ３ ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 平 面 形 状 が 扇 形 状 の 周 壁 と 、
そ の 下 面 開 口 に 固 定 し た 孔 明 き 板 の 床 板 ３ ６ か ら 構 成 し て い る 。 各 分 割 室 ３ ５ に は 、 そ れ
ぞ れ 、 周 壁 の 上 面 開 口 か ら 蓄 熱 体 ３ ７ を 詰 め 込 ん で い る 。 分 割 室 ３ ５ の 蓄 熱 体 ３ ７ は 、 蓄
熱 材 の セ ラ ミ ッ ク の 直 方 体 状 ブ ロ ッ ク を 孔 明 き 床 板 ３ ６ の 上 に 敷 き 並 べ 、 か つ 、 数 段 に 積
み 重 ね て い る 。 直 方 体 状 ブ ロ ッ ク は 、 ハ ニ カ ム ブ ロ ッ ク で あ り 、 上 面 と 下 面 の 間 に ガ ス 通
路 を 等 間 隔 位 置 に 貫 通 し て 並 列 し て い る 。 分 割 室 ３ ５ の 蓄 熱 体 ３ ７ は 、 多 数 の ガ ス 通 路 を
上 下 方 向 に 貫 通 し て い る 。 蓄 熱 体 ３ ７ の ガ ス 通 路 は 、 数 段 に 積 み 重 ね た ハ ニ カ ム ブ ロ ッ ク
の ガ ス 通 路 を 接 続 し て 構 成 し て い る 。 分 割 室 ３ ５ の 周 壁 と 蓄 熱 体 ３ ７ と の 間 の 隙 間 に は 、
耐 火 キ ャ ス タ ３ ８ を 詰 め て い る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 蓄 熱 室 ３ ４ の 下 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 回 転 式 分 流 弁 ４ １ を 同 心 に 設 け て い る 。 回 転
式 分 流 弁 ４ １ は 、 上 端 を 排 ガ ス 室 ３ ２ の 内 側 に 配 置 し て 蓄 熱 室 ３ ４ の 孔 明 き 床 板 ３ ６ の 一
部 に 重 ね 合 わ せ 、 下 端 を 排 ガ ス 室 ３ ２ の 外 側 に 突 出 し て い る 。 図 示 し な い が 、 回 転 式 分 流
弁 ４ １ を 所 定 の 時 間 毎 に 蓄 熱 室 ３ ４ に お け る １ つ の 分 割 室 ３ ５ 分 の 角 度 ず つ 回 転 す る 装 置
を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 回 転 式 分 流 弁 ４ １ の 上 端 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 １ つ の 分 割 室 ３ ５ を 閉 鎖 す る 扇 形 状 の
閉 鎖 板 ４ ２ を 設 け て い る 。 閉 鎖 板 ４ ２ の 隣 に は 、 半 数 弱 の 分 割 室 ３ ５ に 連 通 す る 扇 形 状 の
排 出 口 ４ ３ を 設 け て い る 。 排 出 口 ４ ３ の 隣 に は 、 １ つ の 分 割 室 ３ ５ に 連 通 す る 扇 形 状 の 浄
化 ガ ス 口 ４ ４ を 設 け て い る 。 排 ガ ス 室 ３ ２ 外 に 突 出 し た 回 転 式 分 流 弁 ４ １ の 下 端 に は 、 図
１ に 示 す よ う に 、 排 出 口 ４ ３ に 接 続 し た 通 路 の 出 口 ４ ５ を 設 け て い る 。 出 口 ４ ５ は 、 排 出
通 路 ４ ６ に 接 続 し て い る 。 排 出 通 路 ４ ６ は 、 下 流 端 を 大 気 に 開 放 し て い る 。 ま た 、 回 転 式
分 流 弁 ４ １ の 下 端 に は 、 浄 化 ガ ス 口 ４ ４ に 接 続 し た 通 路 の 入 口 ４ ７ を 設 け て い る 。 入 口 ４
７ に は 、 浄 化 ガ ス 供 給 通 路 ４ ８ を 接 続 し て い る 。 浄 化 ガ ス 供 給 通 路 ４ ８ は 、 途 中 に 送 風 機
４ ９ を 設 け 、 上 流 端 を 排 出 通 路 ４ ６ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 回 転 式 分 流 弁 ４ １ は 、 閉 鎖 板 ４ ２ で 蓄 熱 室 ３ ４ の １ つ の 分 割 室 ３ ５ を 閉 鎖 す る 。 ま た 、
排 出 口 ４ ３ と 出 口 ４ ５ を 経 て 、 蓄 熱 室 ３ ４ の 片 側 に 位 置 す る 半 数 弱 の 分 割 室 ３ ５ を 排 出 通
路 ４ ６ に 連 通 す る 。 ま た 、 入 口 ４ ７ と 浄 化 ガ ス 口 ４ ４ を 経 て 、 蓄 熱 室 ３ ４ の １ つ の 分 割 室
３ ５ に 浄 化 ガ ス 供 給 通 路 ４ ８ を 連 通 す る 。 更 に 、 蓄 熱 室 ３ ４ の 他 の 片 側 に 位 置 す る 半 数 弱
の 分 割 室 ３ ５ に は 、 排 ガ ス 室 ３ ２ と 入 口 ３ ３ を 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 蓄 熱 室 ３ ４ の 上 に は 、 燃 焼 室 ５ １ を 同 心 に 設 け て い る 。 燃 焼 室 ５ １ は 、 平 面 形 状 が 円 形
状 で あ り 、 下 面 開 口 を 蓄 熱 室 ３ ４ の 上 面 開 口 、 す べ て の 分 割 室 ３ ５ の 上 面 開 口 に 連 通 し て
い る 。 燃 焼 室 ５ １ の 周 壁 に は 、 加 熱 装 置 、 流 体 燃 料 の バ ー ナ ５ ２ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ を 運 転 す る と 、 濾 過 器 ２ １ を 通 過 し た 濾 過 排 ガ ス は 、 入 口 ３ ３
か ら 排 ガ ス 室 ３ ２ に 流 入 し 、 蓄 熱 室 ３ ４ の 片 側 に 位 置 す る 半 数 弱 の 分 割 室 ３ ５ を 経 て 燃 焼
室 ５ １ に 流 入 す る 。 即 ち 、 脱 臭 前 の 低 温 の 排 ガ ス は 、 以 前 に 受 熱 し て 高 温 に な っ て い る 半
数 弱 の 蓄 熱 体 ３ ７ の ガ ス 通 路 を 下 か ら 上 に 通 過 し 、 高 温 の 半 数 弱 の 蓄 熱 体 ３ ７ か ら 受 熱 し
、 温 度 が 上 昇 し た 状 態 で 燃 焼 室 ５ １ に 流 入 す る 。 こ の 排 ガ ス は 、 燃 焼 室 ５ １ に お い て 、 加
熱 装 置 の バ ー ナ ５ ２ で 加 熱 さ れ 又 は 加 熱 さ れ ず に 、 燃 焼 し て 脱 臭 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 加 熱 装 置 ５ ２ は 、 燃 焼 室 ５ １ に 流 入 す る 排 ガ ス の 温 度 が 高 く な る に 従 っ て 、 発 熱 量 を 減
少 す る 。 そ の 温 度 が 燃 焼 室 ５ １ で の 燃 焼 脱 臭 用 の 高 温 、 例 え ば ８ ５ ０ ℃ 位 、 に な る と 、 加
熱 作 動 を 停 止 す る 。 加 熱 装 置 ５ ２ は 、 多 く の 場 合 、 脱 臭 処 理 の 開 始 時 期 の み に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 脱 臭 処 理 後 の 排 ガ ス は 、 燃 焼 室 ５ １ か ら 流 出 し 、 蓄 熱 室 ３ ４ の 他 の 片 側 に 位 置 す る 半 数
弱 の 分 割 室 ３ ５ と 回 転 式 分 流 弁 ４ １ の 排 出 口 ４ ３ と 出 口 ４ ５ を 経 て 排 出 通 路 ４ ６ に 流 入 す
る 。 即 ち 、 脱 臭 後 の 高 温 の 排 ガ ス は 、 以 前 に 放 熱 し て 低 温 に な っ て い る 半 数 弱 の 蓄 熱 体 ３
７ の ガ ス 通 路 を 上 か ら 下 に 通 過 し 、 低 温 の 半 数 弱 の 蓄 熱 体 ３ ７ に 放 熱 し 、 温 度 が 下 降 し た
状 態 で 排 出 通 路 ４ ６ に 流 入 す る 。 こ の 排 ガ ス は 、 排 出 通 路 ４ ６ を 経 て 大 気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 各 分 割 室 ３ ５ の 蓄 熱 体 ３ ７ は 、 回 転 式 分 流 弁 ４ １ の 一 回 転 毎 に 、 ガ ス 通 路 を 通 過 す る 脱
臭 前 の 低 温 の 排 ガ ス を 加 熱 し て 温 度 が 下 降 す る 放 熱 時 期 、 ガ ス 通 路 が こ れ を 通 過 す る 浄 化
ガ ス で 浄 化 さ れ る 浄 化 時 期 と 、 ガ ス 通 路 を 通 過 す る 脱 臭 後 の 高 温 の 排 ガ ス で 加 熱 さ れ て 温
度 が 上 昇 す る 受 熱 時 期 、 及 び 、 ガ ス 通 路 が 閉 鎖 さ れ る 休 止 時 期 を 順 次 繰 り 返 す 。 脱 臭 前 排
ガ ス 加 熱 用 の 放 熱 時 期 と 、 脱 臭 後 排 ガ ス か ら の 熱 回 収 用 の 受 熱 時 期 は 、 そ れ ぞ れ 、 浄 化 時
期 や 休 止 時 期 よ り 数 倍 長 い 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 濾 過 器 ２ １ は 、 定 格 流 量 を 、 濾 過 処 理 す る 焙 煎 排 ガ ス と 冷 却 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス 、
小 流 量 時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 排 ガ ス の 大 流 量 時 の 流 量 位 に し て い る 。 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装
置 ３ １ は 、 定 格 流 量 を 、 脱 臭 処 理 す る 焙 煎 排 ガ ス と 冷 却 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス 、 小 流 量
時 と 大 流 量 時 を 繰 り 返 す 排 ガ ス の 大 流 量 時 の 流 量 位 に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 出 口 ４ ５
か ら 濾 過 器 ２ １ の 入 口 に 至 る 低 温 還 流 路 ６ １ を 設 け て い る 。 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 出
口 ４ ５ か ら 流 出 す る 脱 臭 排 ガ ス は 、 一 部 が 低 温 還 流 路 ６ １ 、 濾 過 器 ２ １ と 濾 過 排 ガ ス 通 路
２ ２ を 経 て 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 入 口 ３ ３ に 流 入 す る 。 低 温 還 流 路 ６ １ の 流 量 は 、 脱
臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の 流 量 に し て い る 。 低 温 還 流 路 ６ １ は 、 途 中 に 開 閉 弁 ６ ２
を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 冷 却 槽 １ １ で 冷 却 排 ガ ス が 発 生 し て そ の 発 生 初 め の 前 期 、 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 に は
、 低 温 還 流 路 ６ １ を 開 閉 弁 ６ ２ で 閉 鎖 す る 。 冷 却 排 ガ ス の 非 脱 臭 処 理 時 に は 、 低 温 還 流 路
６ １ を 開 閉 弁 ６ ２ で 開 放 す る 。 す る と 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 出 口 ４ ５ か ら 流 出 す る
脱 臭 排 ガ ス は 、 低 温 還 流 路 ６ １ の 閉 鎖 時 に 脱 臭 処 理 し て い た 冷 却 排 ガ ス と 同 じ 位 の 流 量 が
、 低 温 還 流 路 ６ １ を 経 て 濾 過 器 ２ １ を 通 過 し 、 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２ ２ を 経 て 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭
装 置 ３ １ の 入 口 ３ ３ に 流 入 す る 。 冷 却 排 ガ ス の 脱 臭 処 理 時 で も 、 非 脱 臭 処 理 時 で も 、 濾 過
器 ２ １ と 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 定 格 流 量 位 の 排 ガ ス が 流 通 す る 。 所 期 の
性 能 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 濾 過 器 ２ １ は 、 こ れ に 溜 ま っ た 塵 埃 を 燃 焼 す る 高 温 、 例 え ば ４ ５ ０ ℃ 位 、 に 耐 え る 高 温
耐 熱 性 で あ る 。 高 温 耐 熱 ス テ ン レ ス 鋼 製 又 は 高 温 耐 熱 セ ラ ミ ッ ク 製 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 排 ガ ス 浄 化 装 置 ２ １ 、 ３ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 燃 焼 室 ５
１ の 中 央 部 か ら 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ の 入 口 に 至 る 高 温 還 流 路 ６ ６ を 設 け て い る 。 燃 焼 室
５ １ の 高 温 排 ガ ス は 、 一 部 が 高 温 還 流 路 ６ ６ 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ と 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２
２ を 経 て 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 入 口 ３ ３ に 流 入 す る 。 高 温 還 流 路 ６ ６ は 、 途 中 に 流 量
制 御 弁 ６ ７ を 設 け て い る 。 流 量 制 御 弁 ６ ７ は 、 高 温 還 流 路 ６ ６ の 流 量 を 大 流 量 と 小 流 量 に
増 減 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ に 溜 ま っ た 塵 埃 を 燃 焼 す る 塵 埃 処 理 時 に は 、 高 温 還 流 路 ６ ６ の 流
量 を 流 量 制 御 弁 ６ ７ で 大 流 量 に し 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ に 流 入 す る 排 ガ ス を 、 塵 埃 を 燃
焼 す る 高 温 、 例 え ば ４ ５ ０ ℃ 位 、 に す る 。 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ に 溜 ま っ た 塵 埃 は 、 高 温
の 排 ガ ス で 燃 焼 処 理 さ れ る 。 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ は 、 塵 埃 に よ る 目 詰 ま り が 発 生 し 難 い
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 塵 埃 の 非 処 理 時 に は 、 高 温 還 流 路 ６ ６ の 流 量 を 流 量 制 御 弁 ６ ７ で 小 流 量 に し 、 高 温 還 流
路 ６ ６ 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器 ２ １ 、 濾 過 排 ガ ス 通 路 ２ ２ や 触 媒 酸 化 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ の 排
ガ ス 室 ３ ２ 、 蓄 熱 体 ３ ７ を 流 通 す る 排 ガ ス を 、 含 有 タ ー ル 成 分 を 気 体 状 態 に 維 持 す る 低 温
、 例 え ば １ ５ ０ ℃ 位 以 上 、 に す る 。 油 状 な い し 固 体 状 の タ ー ル の 生 成 が 防 止 さ れ る 。 タ ー
ル に よ る 動 作 不 良 が 発 生 し 難 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ 変 形 例 ］
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置 ３ １ は 、 回 転 式 で あ り 、 蓄 熱 室 ３ ４ に
、 蓄 熱 体 ３ ７ を 詰 め た 複 数 の 分 割 室 ３ ５ を 放 射 状 に 配 列 し 、 各 分 割 室 ３ ５ の 蓄 熱 体 ３ ７ を
回 転 式 分 流 弁 ４ １ で 順 次 脱 臭 前 排 ガ ス の 加 熱 用 と 脱 臭 後 排 ガ ス か ら の 熱 回 収 用 に 切 り 替 え
る が 、 塔 式 に し 、 複 数 の 塔 に そ れ ぞ れ 蓄 熱 体 を 詰 め 、 各 塔 の 蓄 熱 体 を 順 次 脱 臭 前 排 ガ ス の
加 熱 用 と 脱 臭 後 排 ガ ス か ら の 熱 回 収 用 に 切 り 替 え る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 備 え た コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 の 概 略 中 央
縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 焙 煎 機 に お け る 排 ガ ス の 流 量 変 化 を 示 す 線 図 で 、 （ ａ ） は 焙 煎 排 ガ ス の そ れ を
示 し 、 （ ｂ ） は 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス の そ れ を 示 し 、 （ ｃ ） は 脱 臭 処 理 す る 冷 却 排 ガ ス
と 焙 煎 排 ガ ス が 合 流 し た 排 ガ ス の そ れ を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１ 　 コ ー ヒ 豆 の 焙 煎 機 の 焙 煎 室
２ 　 焙 煎 機 の 加 熱 装 置
３ 　 焙 煎 室 の 焙 煎 排 ガ ス 通 路
４ 　 焙 煎 排 ガ ス 通 路 の 送 風 機
５ 　 焙 煎 排 ガ ス 通 路 の 集 塵 器
１ １ 　 焙 煎 機 の 冷 却 槽
１ ２ 　 冷 却 槽 の 冷 却 排 ガ ス 通 路
１ ３ 　 冷 却 排 ガ ス 通 路 の 送 風 機
１ ４ 　 冷 却 排 ガ ス 通 路 の 集 塵 器
１ ５ 　 冷 却 排 ガ ス 通 路 の 方 向 切 換 弁
１ ６ 　 冷 却 排 ガ ス 通 路 の 放 出 路
２ １ 、 ３ １ 　 排 ガ ス 浄 化 装 置
２ １ 　 濾 過 器 、 高 温 耐 熱 性 濾 過 器
２ ２ 　 濾 過 排 ガ ス 通 路
２ ３ 　 濾 過 排 ガ ス 通 路 の 送 風 機
３ １ 　 脱 臭 装 置 、 蓄 熱 燃 焼 式 脱 臭 装 置
３ ２ 　 脱 臭 装 置 の 排 ガ ス 室
３ ３ 　 排 ガ ス 室 の 入 口 、 脱 臭 装 置 の 入 口
３ ４ 　 脱 臭 装 置 の 蓄 熱 室
３ ５ 　 蓄 熱 室 の 分 割 室
３ ６ 　 分 割 室 の 孔 明 き 床 板 、 蓄 熱 室 の 孔 明 き 床 板
３ ７ 　 分 割 室 の 蓄 熱 体 、 蓄 熱 室 の 蓄 熱 体
３ ８ 　 分 割 室 の 耐 火 キ ャ ス タ
４ １ 　 脱 臭 装 置 の 回 転 式 分 流 弁
４ ２ 　 回 転 式 分 流 弁 の 閉 鎖 板
４ ３ 　 回 転 式 分 流 弁 の 排 出 口
４ ４ 　 浄 化 ガ ス 口
４ ５ 　 排 出 口 に 接 続 し た 通 路 の 出 口 、 脱 臭 装 置 の 出 口
４ ６ 　 脱 臭 装 置 の 排 出 通 路
４ ７ 　 浄 化 ガ ス 口 に 接 続 し た 通 路 の 入 口
４ ８ 　 浄 化 ガ ス 供 給 通 路
４ ９ 　 浄 化 ガ ス 供 給 通 路 の 送 風 機
５ １ 　 脱 臭 装 置 の 燃 焼 室
５ ２ 　 燃 焼 室 の 加 熱 装 置 、 流 体 燃 料 の バ ー ナ
６ １ 　 排 ガ ス 浄 化 装 置 の 低 温 還 流 路
６ ２ 　 低 温 還 流 路 の 開 閉 弁
６ ６ 　 排 ガ ス 浄 化 装 置 の 高 温 還 流 路
６ ７ 　 高 温 還 流 路 の 流 量 制 御 弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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